
                               

 

□  夏本番！ ～熱中症に気をつけて～ □ 

梅雨が明け、一気に気温が上昇しました。夏本番といった感じですが、心配なのが熱中症です。

昨日は長崎県にも「熱中症警戒アラート」が発表され、13 時時点での長崎市の暑さ指数が 28 を

超えたため（厳重警戒）、昼休みの外遊びの時間を３０分に制限しました。今後さらなる気温の上

昇が見込まれますが、環境省が特設している「熱中症予防情報サイト」を注視し、昨日同様、13時

時点の暑さ指数が 28を超えたとき（厳重警戒）は外遊びを３０分、暑さ指数が 31を超えたとき

（危険）は外遊びを中止する対応を取ってまいります。外遊びが大好きな本校の子供たちにとって

は大変酷な話ですが、身長が低く、地表面からの影響を受けやすい子供は、大人以上に警戒が必要

です。ここは、しっかり対応していきたいと思います。また、学校では、熱中症対策を最優先とし、

屋外や体育の時間にはマスクを外すよう指導しています。ご家庭でも、登下校時や熱中症警戒アラ

ートが発表されているとき、暑さ指数が 28を超えたときなどはマスクを外すよう、お子様に声か

けをお願いします。 

 

□  学校の歴史を見守ってくれた桜の木 □ 

玄関の前に植えられていた樹齢 50年を超える 2本の桜の木。毎年春には見事な花を咲かせ、卒

業生の背中を優しく押し出し、新入生を温かく迎えてくれていました。しかし、近年は老齢化が進

み、専門業者による調査の結果、幹の空洞化が深刻で「いつ倒木してもおかしくない危険な状態」

であることが判明しました。これまで長きにわたり学校のシンボルとして親しまれてきた桜の木が

なくなることは大変寂しいことではありますが、毎日の登下校時に子供たちが通る場所であるため

先日、伐採の処置を取らせていただきました。子供たちの命と安全を守るための判断として、何卒

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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＜ 子供たちに伝えたい「マスクと熱中症」の関係 ＞ 

 
１ マスクをしていると温かい空気を何度も吸い込むことになるから、体の中に熱が 

こもりやすくなる。 

２ のどの渇きを感じにくくなるから、気がつかないうちに脱水症状になってしまう。 

３ つまり、暑い日にマスクを着け続けるのは、冬物のセーターを着て走っているの 

と同じくらい危ない。 


